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司祭となって間もない１９９２年から 1 年間、梅原神父様の助任司祭として働いてか

ら３１年になります。 

私は自然が好きで、特に大きな川のほとりを歩くのが好きです。香里教会の近くには

淀川があります。私は大きな川のほとりを歩きながら、川の流れ、四季折々の野草、野鳥

や川を泳ぐ魚の群れ、そして大空と上流の山々を見ているだけで、心が自然と神に向かう

のを感じます。従って川は私の第二の聖堂であり、川が私に霊的指導をしてくれます。こ

の地を流れる淀川で、そしてそれ以上に皆さんとの関わりの中で神との出会いを心待ちに

しています。なぜならば、お互いの顔は神への道しるべだからです。 

皆さんにひとつお願いがあります。それは、私たちは物事について、そして宣教につ

いて、過去形ではなく、未来形で話すようにしましょう。どこの教会でも何らかの問題を

抱えていますが、｢昔はああだった、こうだった｣ではなく、｢これから、こうしよう、こう

ありたい｣という風に常に未来形で話しましょう。過去形で話すと必ず不平不満となり、そ

して必ずそれは将来への不安につながります。未だ訪れていない将来を不安の目でみるの

ではなく、必ずいいことが起こるに違いないという、期待と希望の目で見つめましょう。

そのためいつも、そして何事も未来形で話しましょう。よろしくお願いします。       


